
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究の背景と目的 

セメントや鉄鋼の主要な原料・副原料となる石灰石は，地下資

源最貧国の日本が唯一自給できる資源として知られている．石灰

岩は日本列島全体にわたって山地内部を中心に局所的に点在して

おり，各所には石灰・セメント工業の発達が見られる．そこでは，

石灰石採掘や焼成，セメント製造，さらに原石や中間製品を輸送

する大規模な工業施設が特徴的なテクノスケープ（産業景観）を

形成している．一方，石灰岩は溶食されやすい地質をもつことか

ら，鍾乳洞，窪地ポリエ，石柱の林立するカレンフェルトなど「カ

ルスト地形」と呼ばれるユニークな自然景観が，石灰岩中のカル

シウムを含む名水，池沼などの自然現象を伴い形成されている． 

セメントの主要な原料となる石灰石の産出量に注目すると，世

界各国の国土に占める石灰石の位置づけが明確となる．近年にお

ける世界の石灰石産出量に注目すると，年間２億ｔを超える中国

を筆頭に，1500～2000万tの米国・インド等に次いで日本は世界

第6位の生産量を占めている．さらにこれを国土面積1km2あたり

の生産量（t/km2) に換算すると，日本は世界第１位となる（図－

１）．実際，石灰岩は日本の国土全体の0.44%に分布しており，世

界一の密度で石灰石が生産されている．そしてこのことは同時に，

国土風景の形成要素として”石灰風景”が世界一大きな割合を占

めていることを示している． 

このような土地に形成された石灰・セメント工業都市，すなわ

ち「砿都」において，石灰石は地域信仰などを通して人々との間

に強い心理的結びつきを保ち続けてきた．同時に「白いダイヤ」

と呼ばれる石灰石は経済的恩恵をもたらし，街は人々の賑いと瀟

洒な建築物で彩られた．一方，必然的に天然資源の開発を伴うこ

の産業はときに山塊全域に渡るほどの大規模な自然開発を伴い，

既存の宗教的空間の移設や村自体の集団移転などといった劇的な

変化をももたらし，時には自然保護との相克を経ながら特有の地

域文化を形成してきたといえる．そこには，石灰石の国日本なら

ではの風景形成とともに特徴的な地域文化が醸成されており，近

代工業と都市との関わり，その開発対象となった自然環境や宗教

的空間との付き合い方を探究する上でも有益な示唆に富んでいる． 

本研究では，日本全国に点在する 37 の砿都１）を対象とし，現

地調査による産業景観及び自然景観の特長２）の把握に加え市史や

社史に記述された石灰石起因の民俗，祭事や市歌などに反映され

た工業と地域生活との結びつきに関する事象を収集・分析し，日

本の砿都における景観的特長として明確化することを目的とする． 

工業都市の景観に関する既往研究としては，岡田による一連の

研究 3)-5)があるが，いずれも都市個別の分析にとどまっており，

統括的な分析には至っていない．また，国内のカルスト地形とそ

の周辺に展開する人間活動について地理学的観点から考察した漆

原の研究 6)があるが，カルスト地形と石灰石鉱山，及びセメント

製造工場の地理的近接性に関する言及にとどまっており，その共

存形態の具体像の解明には至っていない．また，セメント工場の

立地と物流史 7)，建築材料としての石灰製造の歴史や鉱床の分布

に関する考察 8)も存在するが，石灰石の関連事象によって形成さ

れる地域景観や民俗の実態については明らかにされていない． 
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図－1 国土面積1km2当り石灰石産出量（文献10）より筆者作成） 
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２．研究の方法 

本研究では，各砿都における産業景観，自然景観，ならびに生

活空間に着目した．各砿都現地での視認により，石灰・セメント

工場やその関連施設が有する施設の形状，及び立地条件による景

観的特長を把握した．また，各地域の地域史料や観光課ウェブサ

イト，地理学に関する文献6), 9)から各地における石灰石起因の自

然景観の概要を把握し，現地での視認によりその特長を把握した．

さらに当該地に立地する企業の社史やパンフレット，自治体の教

育資料，地域史料，関係者へのヒアリング等などから各地域にお

ける石灰・セメント工業のイメージや生活空間，各地における石

灰・セメントに起因する事象（工場跡地，機関車など運搬施設）

の活用状況を把握し，現地にてその実態を確認した． 

 

３．日本における石灰石の特異性 

日本人と石灰石との精神的な結びつきを端的に示す事象として，

国歌「君が代」がある．その中ほどに現れる「さざれ石」という

歌詞を直接解釈すれば「さざれ石（小さな石）が長い年月をかけ

て大きな石（巌）となる」という意味になる．さざれ石の実体に

関しては諸説あるが，これを「石灰角礫岩」であるとする解釈が

有力説の１つとして存在している11）．さざれ石の実像の解明につ

いては他の研究に譲りたいが，本論文では日本人と石灰石との精

神的結びつきの歴史を示し得る事象として言及しておきたい． 

 

４．砿都における産業景観の特長 

本章では，前述の37の砿都にて現地調査を実施し，特徴的な景

観の把握（産業景観及び自然景観）ならびに市史，社史，新聞記

事などの地域資料調査12)を実施し，当該地における景観形成とそ

の解釈の現況を把握した（表－１）． 

砿都における産業景観の特長は，大別して以下の３つの構成要

素（生産の景観，採掘の景観，及び輸送の景観）によって成立し

ていることがわかった． 

（１） 石灰・セメント生産の産業景観 

大スケールの石灰・セメント工場が形成する大規模な産業景観

が地域のランドマークとなる事例が確認できる．生産工場におい

ては，セメントサイロやロータリーキルンのほか，SPキルン，NSP

キルン13)等の塔状構造物が地域景観に強烈なアイコンを与えてい

る．例えば，青森県八戸市に立地する八戸セメント八戸工場のNSP

キルンは，隣接する小中野地区はじめ市内の広い範囲から視認可

能であり， 2012 年より八戸市によって実施されているまちづく

り事業のポスターにおいても同施設の姿をその背景に確認するこ

とができ，当該地域の代表景の１つを形成していることがわかる．

また，美祢市伊佐地区に立地する宇部セメント伊佐工場のSPキル

ンに付属する高さ200mの煙突は「伊佐の名物」と呼ばれ，年末年

始にはイルミネーションが従業員の手によって施されている（写

真－１）このような生産施設の産業景観は，田原市，由良町，八

代市（いずれも解体済）を除く34の砿都で確認することができる． 

（２）石灰石採掘の産業景観 

石灰工業は巨大な採掘場を伴い，それが都市の可視領域で展開

する場合は大規模な採掘景観を現出させる．このような景観に対

しては人類の利己主義による自然破壊に対する反省材料との見方

もあり，滋賀県伊吹山など採掘痕の緑化が積極的に進められてい

る地域がある一方，これを観光対象あるいは親しむべき風景とし

て受け入れるポジティブな解釈も存在している．埼玉県秩父市の

武甲山は長く信仰対象とされてきた神山であるが，豊富な石灰石

供給地として戦後盛んに採掘され，1980年代より壮大な採掘痕を

露呈している．この景観に対しては多様な解釈があるが14)，これ

を故郷武甲山の雄姿として受容する見方も台頭している3）．実際，

秩父市観光大使を務める地元出身の落語家・林家たい平氏によっ 

  
写真－１ セメント生産施設の産業景観 

左）八戸ｾﾒﾝﾄ八戸工場（八戸市） 右）宇部興産伊佐ｾﾒﾝﾄ工場（美祢市） 

  

写真－２ 秩父市武甲山の石灰石採掘景観と「ブコーさん」15） 

  
写真－３ 八戸キャニオン（八戸石灰鉱山）と展望台 

 

て2010年にデザインされたイメージキャラクター「ブコーさん」

からは，石灰石採掘によって変形した武甲山の姿がそのままモチ

ーフとされていることがわかる（写真－２）． 

また，八戸市においては八戸鉱山㈱が経営する露天掘り石灰石

鉱山に対し，地元郷土史家の江刺家均氏によって1990年代に「八

戸キャニオン」の愛称が与えられ16）地元では現在もこの呼称で呼

ばれている．現地には石灰石採掘と輸送，セメント合成のプロセ

スを説明した説明板とともに展望台が設けられている（写真－３）． 

一方，宇部・美祢・山陽小野田３市による「産業観光推進協議

会」の企画により2010年から美祢市伊佐の石灰石鉱山の見学ツア

ーが実施されている．同様に，津久見市にて毎年開催される「ふ

るさと振興祭」において公開される津久見石灰山，佐野市葛生町

の石灰石鉱山の展望台など，採掘景そのものを観光地化する事例

が見られるほか，和歌山県由良町では明治10年代から昭和40年

まで採掘されていた石灰石鉱山跡地が「白崎海洋公園」として再

利用されている．1958年の県立自然公園指定以降観光利用が進み，

1977年には「白いファンタジー白崎」なるキャッチフレーズをも

って宣伝されていたことがわかった17）． 

（３）石灰石・セメント輸送施設の産業景観 

砿都の景観を特長づけるもう１つの主要な産業景観の要素とし

て，輸送施設がある．単価が安く重量の大きな石灰石においては

輸送効率の向上が重視され，各砿都において様々な工夫が施され

ている．奥多摩町では1998年までJR青梅線による輸送が行われ，

地元では「石灰列車」の名で親しまれ写真集18)も発刊されている．

市民の間では「青梅線石より人が安く見え」などといった川柳も

詠まれ，石灰列車が地元の風物詩となっていたことがわかる． 
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表－１ 砿都における景観の特長 

主な石灰ｾﾒﾝﾄ生産施設
（●臨海，△内陸）

主な石灰石採掘鉱山
主な石灰石ｾﾒﾝﾄ輸送施設
（●鉄道,△道路, ◇コンベ
ア, ▼索道, ★桟橋）

産業空間と生活空間
の近接性

企業による施設整備（●都市施
設，◆宗教施設） 産業遺産

石灰・セメント関連の無
形民俗（●祭, ◇歌, ▼
物語）

01
北海
道

上磯
(北斗)

●太平洋セメント上磯工場
(L)

峩朗鉱山（M)
◇★海上出荷桟橋
◇コンベア（C）

北斗市運動公園(採掘
景背景)(A)

●太平洋セメント北扇会館
(N)，◆秋葉神社（工場敷地
内)(N)

種田家住宅（A上磯セメン
ト工場創設者），工場用
電気機関車（R)

02 青森 東通
●三菱マテリアル青森工場
(L)

日鉄鉱業尻屋鉱業所（不可
視）

◇コンベア（C）
★尻屋岬港桟橋

03 青森 八戸 ●八戸セメント(L)（I)
八戸鉱山（T)(S)（M)
南郷区・西母袋子・竹野採石
場（M)

◇コンベア（10km）（C）
★鮫港

04 岩手
東山

(一関)

△三菱マテリアル岩手工場
(L), △（廃）旧東北砕石工場
(L)

長坂鉱山（不可視）
◇コンベア（C）
●（廃）石灰石ﾄﾛｯｺ（S)（P)

▼猊鼻渓(S)
旧東北砕石工場・石と賢
治のミュージアム（R)（W)

05 岩手 大船渡
●太平洋セメント大船渡工
場(L)

大船渡鉱山（不可視） ●岩手開発鉄道 ○滝観洞(S)

06 福島 田村
△旭鉱末大滝根工場(L)
△日東粉化工業福島工場
(L)

新滝根鉱山（M) ●(元）磐越東線
□仙台平ｶﾙｽﾄ(S)，
○あぶくま洞（S旧釜山鉱
山）

07 栃木 葛生
△住友大阪セメント栃木工
場(L)（I)
△吉澤石灰(L)

唐沢鉱山（展望台＋ｼﾞｵｻｲﾄ
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ）（M)（S), 嘉多山公
園(M)（S）(P)

◇パイプライン（C）
●（元）東武葛生線

○宇津野洞窟(S)
■葛生化石館(S)

●葛生小学校講堂（現葛生
武道館)(N)

◇葛生音頭(P)，◇羽鶴
小唄(P)，●工業山神祭
(S)，◇葛生小学校歌(P)

08 栃木
栃木
鍋山

△田政田源岡田石灰(L)
名刹満願寺アクセス道沿道
一帯（M)

◇出流原弁天池（S)(R)
○奥之院鍾乳洞（S)(R)

09 茨城 日立 ●日立セメント(L) 大平田鉱山（M)
◇コンベア（C）
▼索道（一部索道下P）

◇泉が森湧水（S)(R)
ﾆｭｰ山根ゴルフクラブ
（C)，コンベアの住宅地
貫通(A)

索道（日本で唯一現存）

10 埼玉 秩父
△太平洋セメント秩父工場
(L)

武甲山（M)(S)
●秩父鉄道
●（元）西武秩父線

▲武甲山（S)(R)○橋立鍾
乳洞（S)(R),◇湧水，■お
がの化石館（S)

（廃）秩父セメント第一
工場有恒園（C)

●秩父夜祭(L)，▼お犬
伝説(L)

11 埼玉 日高
△太平洋セメント埼玉工場
(L)

（武甲山よりコンベア）
●（元）引き込み線（現遊歩
道）（P)

12 東京 奥多摩 △奥多摩工業(L) 氷川鉱山（M) ●JR青梅線石灰列車（L)
○日原鍾乳洞（S)(R)，▼
日原渓谷，◇奥多摩町境
湧水（S)

石灰石トロッコEL保存（R）
◇奥工音頭(P)
川柳「青梅線　石より人
が　安く見え」

13 新潟 糸魚川
●明星セメント糸魚川工場
(L)

黒姫山（M)
◇コンベア（C）
★姫川港桟橋

▲明星山（S)(R)
○福来口鍾乳洞

14 新潟 青海
△電気化学工業青海工場
(L)

黒姫山（M) ●引き込み線 ▼海川：石灰岩の断崖
青海セメント集落「北斗
町」（C)

●旧青海町民会館 （セメン
ト会社寄付）(N)

◇青海小唄(P)

15 福井 敦賀 ●敦賀セメント(L) 敦賀鉱山（M) ★敦賀港桟橋 ｾﾒﾝﾄ前バス停(A)

16 愛知 田原 （廃）三河セメント 徳利窯(W)

17 岐阜
大垣
赤坂

△矢橋工業(L) 金生山（M) ●東海道線赤坂支線（L)
□岩巣公園（S)，■赤坂
港会館（旧化石館）（S)，
■金生山化石館（S)

採掘景背景の児童公
園(A)

赤坂港跡
矢橋家住宅（A)

◇赤坂音頭ヨイト節(P)
◇新作赤坂音頭(P)

18 岐阜
本巣
大野

△住友大阪セメント岐阜工
場(L)

工場隣接鉱山（不可視） ◇コンベア（C） □さざれ石公園（S)(R) ◆来振神社(S)

19 三重 藤原
△太平洋セメント藤原工場
(L), △（廃）白石工業桑名工
場(L)

藤原岳（M) ●三岐鉄道三岐線（L) ●小野田セメントクラブ(N)

20 滋賀 伊吹
△(廃）住友大阪セメント伊
吹工場(L)

伊吹山（M)
◇コンベア（C）
●（廃）セメント列車，同廃線
（L)(P)

▲伊吹山（S)(R)◇勝居・
泉神社名水（S)(R)■伊吹
山文化資料館（S)

コンベアの住宅地貫通
(A)

貨車転用オフィス（R)

21
和歌
山

由良 ●(廃）日本セメント等多数
（廃）白崎鉱床（現白崎海洋
公園）（M)（P)

○戸津井鍾乳洞（S)□白
崎海岸ｶﾙｽﾄ地形（S)◇白
崎の自然水（S)

ボートカフェ衣奈（プラント
のカフェ化）(W)

「白いﾌｧﾝﾀｼﾞｰ白崎/ゆ
ら」(地元観光ﾊﾟﾝﾌ）

22 岡山 新見 △日鉄鉱業井倉鉱業所(L) 井倉鉱山ほか（M) ●（元）伯備線
○井倉洞（S)▼阿哲峡
（S)◇草間間歇冷泉（S),
○日咩坂鍾乳穴神社（R)

小野田セメント阿哲工場
跡地の碑（M）

◇新見ばやし(P)
●石灰石祭（不詳）

23 山口 宇部 ●宇部興産(L) （伊佐鉱山）
△宇部興産道路(S)
△興産大橋(S)

●渡邊翁記念館(N)
●俵田翁記念体育館(N)

24 山口 小野田
●太平洋マテリアル小野田
工場(L)

（元）恒見鉱山（M) ★（元）出荷桟橋
龍遊館（保存社宅）(C),
ｾﾒﾝﾄ町（町名）(A)

●小野田セメント山手倶楽
部(N)

徳利窯(W)
歴史的工場建築(A)

25 山口 美祢
△宇部興産伊佐セメント工
場(L)(I)

伊佐鉱山（M)（S)
●美祢線(L)
△宇部興産道路(S)
◇コンベア（C）

□秋吉台ｶﾙｽﾄ（S)●別府
江原ｳﾊﾞｰﾚ，○秋芳洞
（S)■美祢市化石館（S)

校庭に工場隣接（伊佐
中学)(A), 採掘景背景
の児童公園(A)

◇市内小中高校校歌(P)

26 山口 長門
●住友大阪セメント山口事
業所(L)

秋芳鉱山（M)
◇コンベア（C）
★仙崎港出荷桟橋

27 高知 高知
●太平洋セメント土佐工場
(L)

土佐山鉱山（不可視） ★出荷桟橋 ○龍河洞（S)(R)

28 高知 須崎
●住友大阪セメント高知工
場(L)
△白石工業土佐工場(L)

鳥形山鉱業所等（不可視） ★出荷桟橋 □四国ｶﾙｽﾄ（S)

29 福岡
田川
船尾

△麻生ﾗﾌｧｰｼﾞｭセメント(L)
工場に隣接する石灰石鉱山
（M)

●（元）後藤寺線
田川産業公園（山の
神：社宅跡に近接）(C)

◇船尾小学校校歌(P)

30 福岡 香春 △香春太平洋セメント(L) 香春一ノ岳（M)（S) ◇コンベア（C）
コンベアの住宅地貫通
(A)

香春の石灰窯(W) ▼小説「青春の門」

31 福岡 苅田

●麻生ﾗﾌｧｰｼﾞｭｾﾒﾝﾄ苅田工
場(L), ●宇部興産苅田ｾﾒﾝﾄ
工場(L), ●三菱マテリアル
九州工場(L)

東谷鉱山（M)
◇平苅ベルトコンベア（C）(一
部桁下P(殿川緑地公園))

□平尾台（S)
コンベアの住宅地貫通
(A)

32 福岡 恒見
●（廃）小野田セメント恒見
工場(L)

吉田鉱山（M) ◇★（廃）積出コンベア，桟橋

33 福岡 東谷
△（元）三菱マテリアル東谷
工場(L)

平尾台鉱山（M)
小倉鉱山（M)

●（元）日田彦山線
□平尾台(S), ○千仏鍾乳
洞(S)（R), ◇大清水神社
（R)

呼野駅（R）

34 大分 佐伯
●（廃）太平洋セメント大分
工場(L)

（津久見鉱山） ★出荷桟橋 ○小半鍾乳洞(S)
戸穴地区（旧社宅）：給
水塔がｱｲｽﾄｯﾌﾟ(A)

35 大分 津久見 ●太平洋セメン大分工場(L)
津久見鉱山（M)（S), 胡麻柄
山（M), 旧水晶山（M)

◇コンベアパイプフレーム（C）

工場内貫通公道(A)，
セメント町(A)，採掘景
背景の児童公園(A), コ
ンベアの住宅地貫通
(A)

◆徳浦神社（S) ◇津久見市歌(P)

36 熊本 八代
●（廃）日本セメント八代工
場

（廃）大築島（M)
（廃）大島（M)

★(廃）出荷桟橋
▲大築島小築島
▲大島

●植柳小学校講堂(N)
日本ｾﾒﾝﾄﾛｰﾀﾘｰｷﾙﾝﾓﾆｭ
ﾒﾝﾄ(W)，ｾﾒﾝﾄ瓦

37 沖縄
名護､沖
縄全域

●琉球セメント屋部工場(L) 大光鉱山（M) ★出荷桟橋
○斎場御嶽，シルミ
チュー霊場(S)（R)
◇森の川(S)（R)

◆名護安和神社（琉球ｾﾒﾝﾄ
寄贈神ｱｼｬｷﾞ）(N)

セメント瓦

地域のランドマーク(L)，
イルミネーション（I)

採掘景観の現出（M)，
採石場及び跡地の観光地
化・名所化(S)，公園化（P)

風物詩化(L), 観光地化・名
所化(S)，公園化（P)，
連続的産業景観（C）

観光地化・名所化(S)，
信仰空間（R)

産業空間と生活空間
の一体的整備（C)，
身近な産業景観(A)

新設(N)，
石灰石採掘による移設・代
償(S)

建築(A), 鉄道施設（R),
工業施設(W), 碑(M)

工業従事者の安全祈
願(S), 工業礼賛(P), 自
然（石灰石）の神格化
(L)

総括

生活空間
都道
府県

砿都名

産業景観 石灰岩自然景観：▼峡谷,
○鍾乳洞, ◇湧水，▲急斜
面山体, □岩柱群・岩石 ●
窪地, ■化石
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一方，日立市にはわが国唯一の架空索道が現役稼動している．

当地の急峻な地形の影響を受けることなく採石場から貯石場に至

る約3.8kmの区間を接続している．また，索道はセメント会社が

旧粘土採掘場を再利用して整備したゴルフ場内も通過しており，

特徴的な産業景観が形成されていることがわかった（写真－４）． 

また，美祢～宇部間には，全長28.27kmに及ぶユニークな輸送

施設「宇部興産専用道路」が整備されている．日本最長の私道で

あるこの高速道路は，伊佐鉱山から採掘される石灰石及び伊佐セ

メント工場で生産される半製品・クリンカーを宇部市のセメント

工場へ高速かつ効率的に輸送する目的で1975年に完成している．

特注の専用トレーラーで宇部まで約20分で輸送しているが，2010

年からはここを対象に定期的な見学ツアーが実施されている．こ

のほか，北斗市上磯町，青森県東通村，長門市，美祢市秋芳町，

福岡県苅田町，津久見市等では，公害対策を兼ねて，内陸部から

セメント工場や海上桟橋，港湾のセメントサイロへと連続するベ

ルトコンベアやパイプフレームが整備されており，連続的な産業

景観が形成されている（写真－５）．苅田町ではコンベアが市街地

を通過し，同町町立図書館付近ではその桁下を含む空間が「殿川

緑地公園」として整備されているほか，奥多摩に現存する旧曳索

鉄道，遊歩道「トロッコ道のギャラリー」に活用された一関市東

山町の石灰石輸送トロッコ軌道など，多様な輸送施設が特徴的な

産業景観を形成していることがわかった． 

 

５．砿都における自然景観の特長 

このように，各砿都には巨大なスケールの特徴的な産業景観が

形成されているが，砿都は原料となる石灰石の産地にも近く，必

然的に石灰岩に起因する特徴的な自然景観（カルスト地形や湧水

など）がその背後に存在しており，その多くが景勝地や名所，あ

るいは地元住民の信仰対象となっている．古代より山川草木など

の自然物や自然現象に神聖性を認め，自然崇拝の慣習を持ち続け

てきた日本においては，「石灰石」という基底を共有する産業景観

と自然景観が共存してきたことの意味は大きい．本章では，各砿

都に近接する石灰石起因の特徴的自然景観を総括する（表－１）． 

（１）石灰岩質の峡谷 

石灰岩は二酸化炭素を含む雨水や土壌水によって溶食を受け，

特異な地形が形成される 5)．岩手県南部の北上川の支流砂鉄川に

よって溶食を受け形成された渓谷，猊鼻渓は，高さ100mを超す石

灰岩質の断崖絶壁が奇岩とともに約2kmにわたって連なる景勝地

であり，国の名勝に指定されている．当地から南西約900mには三

菱マテリアル岩手工場が位置している．一方，阿哲峡（井倉峡）

は岡山県阿哲の石灰台地を高梁川がＶ字に刻んだ峡谷であり，石

灰岩の絶壁が連続する景勝地である．ここでは，日鉄鉱業井倉鉱

業所石灰工場及び日の丸鉱業石灰工場が井倉峡に接する形で立地

していることが確認できる（写真－６）．  

（２）鍾乳洞，鍾乳石の空間 

鍾乳洞は石灰岩地域地下への地下水の溶食によって形成された

洞穴であり，砿都近傍に多数存在している．美祢市の秋芳洞は石

灰岩台地秋吉台南麓に開口する鍾乳洞であり，特別天然記念物に

指定されているが，当地の西方約5kmには秋芳石灰鉱山が立地し

ている．また，和歌山県由良町の戸津井鍾乳洞は戸津井鉱床とし

て1895年から1955年まで石灰石採掘が行なわれていた．このほ

か，石灰工場の近傍に位置する奥多摩の日原鍾乳洞や栃木市鍋島

の満願寺鍾乳洞，新見市の日咩坂鍾乳穴神社などはいずれも鍾乳

石が信仰対象となるなど，宗教的意味を帯びる鍾乳洞も存在して

いる（写真－７）．また，沖縄県南城市の斎場御嶽，うるま市のシ

ルミチュー霊場などはいずれも石灰岩の鍾乳石によって形成され

た特徴的な空間であり，いずれも伝統的な礼拝の場となっている． 

(３)カレンフェルト（石灰岩柱群）と窪地 

砿都には溶食を受けた石灰岩体が石灰岩柱として台地に配列す

る地形（カレンフェルト）が見られるほか，溶食作用や地下石灰

洞への地表の陥没によって生じた窪地（ドリーネ，ウバーレ，ポ

リエ）が形成され，いずれも景勝地となっている．日本では高知

県四国カルスト，福岡県平尾台，山口県秋吉台が代表的であるが，

いずれも4km圏内に石灰石採石場が立地している． 

(４)急斜面の山体 

  
写真－４ 日立セメント架空索道とゴルフ場 

  
写真－５ 石灰石・セメント輸送コンベアの産業景観 

左）北斗市上磯町  右）美祢市秋芳町 

  
写真－６ 石灰岩質の峡谷（猊鼻渓と阿哲峡） 

 
写真－７ 信仰対象としての鍾乳洞 

（左）日原鍾乳洞（奥多摩町）（右）日咩坂鍾乳穴神社（新見市） 

  
写真－８ 急斜面の山体（明星山，伊吹山） 
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一般に石灰岩の山体は塊状であり，山腹は急斜面となり威圧的

な山容を呈することが多い 5）．秩父市武甲山のほか，糸魚川市明

星山, 米原市伊吹山などはいずれも景勝地・信仰の対象であると

同時に，石灰石採掘鉱山としての歴史も兼備している（写真－８）． 

(５) 石灰岩の湧水と化石 

石灰岩中のカルシウムが含まれた湧水の中には，砿都において

名水として嗜好されているものが数多く存在する．米原市伊吹町

の「泉神社湧水」は伊吹山麓に源を発し石灰岩の岩間を通過して

神社境内に湧水したもので，ミネラルを含む名水として知られて

いる．また，平尾台の西に位置する「大清水神社」はその名称が

示す通り”清水”の湧水を起源としている．いずれも良好な水質

のみならず神的意味を帯びている点にも特長がある．前者は

1.6km 圏に石灰石採石場が近接しており，後者は採石場と石灰工

場に囲繞される形で現存している．  

一方，数億年前に生成した貝やサンゴの死骸からなる生物礁を

起源とする石灰岩には，三葉虫，サンゴ，腕足類などの化石が豊

富に含まれており，石灰石採掘場は豊富な化石の産地ともなって

いる．美祢市，大垣市，葛生町，伊吹町は化石の産地としても知

られており，砿都内には化石館が整備されている．  

 

６．砿都における生活空間の特長 

砿都における上記のような産業景観，自然景観に加え，石灰岩

体及びそれに付随する石灰・セメント工業は特徴的な生活空間を

副次的に生み出していることがわかった（表－１）． 

(１) 産業空間と生活空間の近接性 

1925年に竣工した秩父セメント第一工場（2008年解体）は当時

最新鋭のセメント工場として操業を開始し，戦前から現代にいた

るまで業界を先導してきた．1952年には敷地内に管理事務所のほ

か，有恒神社，社宅，プール，テニスコート，藤棚，講堂などを

もつ「有恒園」と名付けられた生活空間が整備されていた19）．1924

年に当時の諸井社長の発案で整備されたこの生活空間において，

産業空間が市民の日常生活に極めて近い存在であったことが窺え

る．加えて，1999年に筆者が実施した現地調査と関係者へのイン

タビューによって，プール脇の「冷却池」がかつて噴水のように

演出されていたことがわかった（写真－９）．居住地区に近接する

工場施設に景観演出が施されていた事例と位置づけられる． 

一方，田川市船尾にある麻生ラファージュセメント田川工場北

側に接する小高い丘に「産業公園」なる空間の現存を確認した（写

真－10）．旧麻生セメントが園内に「大山祗神社」を整備している

（現在は放置状態）が，2015年４月に実施した元住民へのヒアリ

ング調査によって，この空間はかつて地域住民の活動の場であっ

たことが明らかとなった．実際，工場の東隣には大規模な社宅が

かつて存在しており，ここにも産業空間と生活空間の近接性が確

認できる．このほか，セメント工場や石灰石採掘の景観を背景に

もつ公園など，砿都の日常生活に身近な景観として産業景観が存

在している事例も確認された（写真－11）． 

(２) 企業による都市施設，宗教施設の整備，移転 

宇部市渡辺翁記念会館など創業者の功績を称える記念館を市民

会館として地元企業が寄附したり，あるいは栃木県葛生小学校，

八代市植柳小学校講堂，名護市のセメント集落に整備された信仰

施設（写真－12）など，企業の協力による最新の公立校舎や宗教

施設の整備事例が確認できた．また，大野町の来振神社や津久見

の徳浦神社等，採掘の代償措置として企業が新たに宗教施設を移

転・整備する事例も確認された． 

(３) 産業遺産としての工業施設 

地域に存在し続けてきた石灰・セメント関連の工業施設が，産

業遺産として市民に身近な生活空間に遺存する事例が確認できる．

旧小学校に保存された石灰石トロッコ車両（奥多摩町），モニュメ

ントとしてショッピングモール戸外に保存されたロータリーキル

ン（八代市）などが挙げられる（写真－13）． 

 
写真－９ 旧秩父セメント第一工場冷却池（秩父市） 

平成11（1999）年筆者撮影：現存せず 

 

写真－10 麻生ﾗﾌｧｰｼﾞｭｾﾒﾝﾄ田川工場北「産業公園」（田川市） 

 

写真－11 産業景観を背景にもつ公園（左：北斗市，右：美祢市） 

 

写真－12 企業による宗教施設「神アシャギ」の整備（名護市） 

 

写真－13 産業遺産モニュメントとなったキルン（八代市） 
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 (４) 砿都における石灰・セメント関連の無形民俗 

砿都における石灰・セメント関連事象は有形物のみに限定され

ず，民謡や校歌といった無形の民俗にも明確に確認できる．既往

研究５）では葛生町においてこれを明らかにしているが，本研究で

はさらに奥多摩，青海，大垣，新見，美祢，津久等見の各砿都に

おいて多様な事例が発掘された．採石作業，採石音，輸送施設，

サイレン，資源などといった事象が経済発展や地域の誇りとして

礼賛され，民謡や校歌などに歌われていることが本研究で明らか

となった20）． 

 

７．まとめ 

本研究では，砿都を特長づける景観要素を，現地調査ならびに

文献調査によって抽出・精査し，統括的に整理した．各砿都にお

いて，産業景観，自然景観，及びそこに展開する生活空間の存在

に共通点が見られる一方，各地においてその種類は多様となって

いることがわかる．「単価安・重量大」という性質から輸送手段に

工夫を必要とする原料指向型工業である石灰・セメント工業の関

連施設は，主原料となる石灰石採掘地の近傍に位置し，生活空間，

産業景観，大規模な輸送施設，ならびに原料を供給する自然景観

が一体的に共存している．他の工業都市（例えば，炭鉱や製造業）

においても同様の事例はあるが，砿都においては，風雨によって

溶食されやすい石灰岩によって形成された急斜面の山体や峡谷，

鍾乳洞といった神秘的自然景観に対し,豊かな湧水を伴いながら

多様なアニミズム的自然信仰が育まれてきた．石灰石採掘という

大規模な自然開発を伴う近代工業化後も，石灰岩特有の自然景観

に起因するこの民俗が，石灰・セメント関連企業による新設，改

変あるいは移設などの代償措置を伴いながら存続された点に，他

産業にはみられない砿都の特質がある． 

一方，砿都には企業による公共施設や学校が積極的に整備され，

石灰・セメント生産に関連する事象が無形民俗の中でも高らかに

礼賛されていることを確認した．近年の生産・輸送効率の合理化

によって一部の施設は廃止・縮小されているが，各地の文明的発

展を支えた価値ある地域の産業遺産としてこれらを保存活用する

事例の存在も確認された． 

ところで，近年は世界各地においても産業景観に焦点を当てた

国際会議が開催されている．2015年３月にドイツの旧産炭地ルー

ル地域のドルトムントで催された「Industrial Landscape 

Conference」では，工場自体の姿に加え「工業によって形成され

た景観」あるいは「不可視の要素（ルール地域でいえば石炭）」，

そして「特徴的な生活スタイル」なども産業景観の範疇に含める

のが本質的であるとの議論があった．本稿の砿都論はまさにこの

考え方に合致している．壮大なテクノスケープとともに，特徴的

民俗や個性的なカルスト地形が形づくるハイブリッドな景観は，

いずれも直下の地質に含まれる"石灰岩なる基底"を共有している．

さらには，長く信仰対象とされてきた聖域の採掘というジレンマ

を抱きながらも，信仰施設の移設という代償措置等によって自然

への崇敬を持続させた砿都市民の知恵には敬意が払われるべきで

あろう．一部の砿都においてはこのような文化的事象が企業によ

って支援されてきたという歴史にも，企業中心社会を経てきた日

本ならではの砿都の姿が垣間見える．産業と都市との有機的な共

存の過程を考察する上でも，砿都に着目することの意義はきわめ

て大きいであろう． 
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